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目  的 

国によって示された排ガスの採取方法におい

て、セシウムが捕集できずに抜け出ていない

かを確認するため、塩化セシウムを使っての

捕集実験を行う。 
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  採取条件（例） 

  １  吸引流量        ：15L/min 以下×240 分(４時間）、合計3000L 程度 

  ２  円筒・円形ろ紙    ：シリカ製または石英製ろ紙 
 

図１  国のガイドラインで示された排ガス採取方法の構成図 

円筒ろ紙で粒子状物質を捕集 

２００℃ 

ガス吸収びんでガス状物質を捕集 
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図２ セシウム捕集実験装置 

高温に加熱して塩化セシウムを 

ガス化させる 

200℃に保温した 

円筒ろ紙 

吸収びんを３本つなぐ 

イオンクロマトグラフでセシウムを分析 

（低濃度レベルについては、ICP/MSで分析） 
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写真１ 円筒ろ紙をセットした状態 

（この上にリボンヒータ-を巻いて200℃に保温する） 

円筒ろ紙 
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放射性セシウムの測定濃度レベルと 

今回の実験での測定濃度レベルの違い 

放射性セシウム137  １ Bq/m3  は、３×１０ - 13 mg/L 程度に相当する。 

放射性セシウムを使っての実験はできないので、安定セシウムを分析
装置で分析可能な濃度レベルでの実験とした。 

今回の実験でのセシウム濃度は、0.005 mg/L ～ 1 mg/L 程度。 

    １０桁程度はるかに高い濃度レベルでの実験条件である。 
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焼却施設の排ガス中におけるセシウムは、ほとんどが塩化セシウムで

存在しているといわれている。 

塩化セシウムを使って実験を行った。 



本日の実験の流れ 

 （１） セシウム加熱ガス化装置によるセシウム捕集実験 

      ・ 円筒ろ紙（粒子状） → 吸収びん（ガス状） 

      ・ ５分間吸引 （１５L／分） 

 （２） 円筒ろ紙と吸収びんの洗いこみによる分析用試料 

    溶液の作成 

 （３） イオンクロマトグラフによるセシウムの分析 

      ・ 円筒ろ紙と吸収びんのセシウム量を分析 
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図３ イオンクロマトグラフのチャート例 

8分間隔で試料分析が行われる。 

6分のところにセシウムのピークが出る。 
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表１ ガイドラインに示された採取装置による捕集実験の結果 

（ 吸引流量： 15L/分、加熱温度を：650℃ ～ 800℃ ） 

高温で一旦ガス化したセシウムは、200℃の円筒ろ紙によって 

固体粒子として全て捕集され、ガス状セシウムは検出されない。 
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実験番号
揮散

セシウム量
(mg)

吸引ガス量
（L)

ガス中
セシウム濃度

（mg/L)

円筒ろ紙捕集
セシウム量

(mg)

吸収びん捕集
セシウム量

(mg)

（ICP/MS分析）

ND＜0.01 mg

1 0.98214 198.7 ND209.2

2 0.39262 91.0 ND102.3

3 0.101701 172.0 ND177.2

4 0.0047248 26.0 ND29.4



参考図１  都市ごみ焼却時の KCｌ の存在形態について 

（独）国立環境研究所資源循環・廃棄物研究センター 倉持秀敏 「災害廃棄物および放射性物質
汚染廃棄物の焼却処理に関する課題への対応」 （国立環境研究所公開シンポジウム2012） より 

CsClと同様の挙動を示すKClにおいても、500℃以下では全てが固体として存在する。 

800℃で一旦気体となったとしても、500℃以下になれば固体にもどってしまう。 
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ま と め 

  国ガイドラインで示された排ガス採取装置での

捕集実験において、セシウムは円筒ろ紙で全て

粒子状として捕捉された。 
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